
6 年 12 月 1 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援
ご家族のご希望や心配事などを面談で丁寧に伺い、育児や発達、就学に向けた
サポートを行って行きます。日々の困りごとからひとつずつ解決策をご提案し
ていけるよう努めます。

移行支援
就学時も引き続き安心して支援を繋げていけるよう、放課後等デイサービ
スや小学校と必要に応じて面談をするなど連携を図っていけるようなサ
ポートに努めます。

支　援　内　容

生活動作を向上をねらいとし、衣服・靴の着脱、排泄の自立等、ひとりひとりのペースに合わせて、じっくり時間をかけて取り組めるよう、プログラムの中に取り入れ、習慣化、定着を目
指して丁寧にアプローチしていきます。また、場面や気持ちの切り替えが難しいお子様に対して、生活環境を整えるため、それぞれの特性に配慮しながら、絵カードや療育時計を使用する
など、どうすれば本人が生活しやすくなるのかを探り、環境を構造化していく方法を見つけていきます。

〈プログラム例〉身支度、トイレトレーニング等

感覚統合あそびを取り入れながら、様々な感覚を刺激し、全体的な運動・動作技能の向上を目指します。また、ボディーイメージを育て、身体の調整機能を高めながら、自己の形成を促し
ます。活動の中に粗大運動、微細運動をバランスよく取り入れ、お子様自身がしっかりと感覚を調整する体験をし、実感していくことで動作の調整力を身につけ、他者意識へと目を向けて
いけるようアプローチしていきます。
また、感覚過敏や鈍麻等、感覚の偏りがある場合は、得意、不得意を見極めながら、生活しやすい環境を調整していく方法を提案します。

〈プログラム例〉サーキット、体操、ダンス、タオルあそび、視覚や聴覚を刺激するようなゲーム遊び、机上活動等

法人（事業所）理念 障害の有無に関わらず、子どもたちが将来、社会に適応し地域に根ざした豊かな生活を送ることができるよう支援して参ります。

事業所名 発達支援スクール　クローバー蛍池駅前教室 作成日支援プログラム

本
人
支
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視覚、聴覚、触覚等の感覚をしっかり活用して、必要な情報を収集し、認知機能の発達を促していきます。遊びの中で、数、形、色、文字などに触れる機会を作り理解を深め、物や人の名
前や順番、ルールの理解など、様々なヒントから自分で必要な情報を選択し、行動の手掛かりとして活用できるよう支援します。

〈プログラム例〉マッチングあそび、パズル、数字あそび、色カード、ブロック、積み木、GO,STOP等

言語聴覚士による言語訓練を実施し、言葉の理解の向上や言語の形成を促します。また、個別療育や小集団療育の場でも適切な環境を設定し、共同注意の獲得や指差し、サインなどを用い
て、意思の伝達ができるよう支援します。また、他者とやりとりを交わす中で相手の思いに気付いたり、自分の考えを伝えたりするなど、言語を受容し表出していけるような環境を整えま
す。

〈プログラム例〉言語訓練、絵本、絵カード探し、小集団での質問ゲーム

人との関係を意識し、身近な人と信頼関係を築く基盤としてアタッチメント(愛着行動)を形成していけるようアプローチしていきます。遊びを通して他者への関心を高め、一人あそびから
協同あそびへと繋げ、少しずつ集団への参加を促し、社会性の発達を支援します。相手に伝わる喜びや、やりとりの楽しさに気付き、療育の場で実践していくことで、コミュニケーション
能力の向上を目指します。

〈プログラム例〉ふれあいあそび、模倣あそび、見立てあそび、おままごと、集団ゲームあそび等

支援方針
お子様の人権や主体性を尊重し、明るく楽しい未来を切り開いていけるよう、ひとりひとりに合った療育を行っていきます。お子様の“できた”“楽しい”を沢山引き出していけるようス
ローステップで活動を進め、自己肯定感を高めながら様々な成功体験を経験できる場面を提供します。

営業時間 送迎実施の有無



主な行事等
お子様のお誕生日には、一緒にバースデーカードを作成してプレゼントし、お友だちとお祝いする時間を作ったり、日々の療育で行う机上活動の時間には、季節感を感じられる製作を取り
入れたりしながら、情操教育にも取り組んでいます。

地域支援・地域連携
地域への支援を重視し、子ども園や他の施設との関わりも密に行い、お子様の
ご成長を見守っていきます。

職員の質の向上
研修や勉強会等で専門性を高め、保育士・言語聴覚士・作業療法士がそれ
ぞれの視点から意見し合い、より質の高い支援を目指しています。

蛍池駅前教室


